
1

～世代超え  気持ち繋がる
ふるさとへ～

～挨拶と花と緑の明るいニュータウン～

～

　

新
春
を
迎
え
、
皆
々
様
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
「
令

和
」
と
改
元
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は

浅
井
前
会
長
の
後
任
と
し
て
会
長
に
選
任

さ
れ
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

新
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
も
束
の
間
、

台
風
に
よ
る
度
重
な
る
災
害
、
白
岡
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
で
も
白
岡
東
小
学
校
に
初
め
て

避
難
所
を
開
設
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
災

害
の
多
か
っ
た
地
域
に
比
べ
、
白
岡
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
災
害
は
少
な
く
安
心
の
出

来
る
街
に
な
り
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
街
づ

く
り
へ
の
ご
努
力
が
報
わ
れ
た
一
年
で
し

た
。

　

一
方
、
緑
化
規
約
の
遵
守
と
環
境
の
維

持
を
旗
印
に
し
て
き
た
白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
表
玄
関
と
い
う
べ
き
場
所
に
葬
儀
場

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
皆
様
の
意
思
確
認
を
取
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
行
政

に
お
伝
え
し
、
事
業
者
へ
の
行
政
指
導
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
今
後
の
大
き
な
課
題

の
ひ
と
つ
か
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
情
報
化
社
会
の
一
環
と
し
て<

Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ>

で
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
の
共

有
、<

Ｈ
Ｐ>

の
有
効
活
用
を
若
い
世
代
か

ら
高
齢
者
の
世
代
ま
で
活
用
で
き
る
生
活

ス
タ
イ
ル
を
目
指
す
こ
と
が
今
年
の
眼
目

の
ひ
と
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

更
に
、
昨
年
３
月
以
降
、
公
園
で
の
遊

具
の
一
部
禁
止
が
気
に
な
り
ま
す
。
子
供

の
遊
び
場
、
そ
し
て
安
全
な
遊
具
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
年
頭
に
当
た
り
、
春
の
花
で

あ
る
「
福
寿
草
」
元
日
草
と
も
い
う
ら
し

い
で
す
が
黄
色
の
花
が
初
春
に
と
っ
て
も

似
合
い
ま
す
。
花
言
葉
と
し
て
「
幸
せ
を

招
く
・
永
久
の
幸
福
」
だ
そ
う
で
す
。
良

き
一
年
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

新
春
に
よ
せ
て
自
治
会
長
　
半
沢 

茂
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12
月
８
日
（
日
）、
初
雪
予
報
が

出
て
い
た
前
日
と
う
っ
て
変
わ
り
、

ポ
カ
ポ
カ
と
暖
か
い
快
晴
の
お
天

気
の
も
と
、
青
空
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
令
和
ク
ラ
ブ
と
共
催
で

行
い
ま
し
た
。
集
会
室
で
は
カ
フ

ェ
が
店
開
き
。
香
り
高
い
コ
ー
ヒ

ー
や
お
団
子
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の

軽
食
を
販
売
し
、
事
業
部
の
作
っ

た
豚
汁
と
で
お
昼
ご
飯
を
食
べ
た

り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
一
服

さ
れ
る
方
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

さ
く
ら
公
園
で
は
、
長
野
産
直

の
り
ん
ご
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
野
菜
マ
ル
シ
ェ
や
花
と
苗

の
販
売
な
ど
お
馴
じ
み
の
催
し
を

準
備
し
、
多
く
の
方
が
訪
れ
盛
況

で
し
た
。

　

長
野
は
台
風
19
号
に
直
撃
さ
れ
、

り
ん
ご
農
家
も
大
き
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
う
え
は

ら
農
園
」
か
ら
貴
重
な
り
ん
ご
が

届
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
数
に
限
り
が
あ
り
、
箱

売
り
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
460

袋
を
準
備
し
、
列
に
並
ん
で
頂
い

た
全
て
の
方
々
に
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
子
供
向
け
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
新
た
に
企
画
し

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
や
お
祖
母
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
で
き
る
連

鶴
の
折
り
紙
、
風
船
で
動
物
や
剣

を
つ
く
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
毛

糸
で
動
物
や
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
作
る
ポ
ン
ポ
ン
の
３
つ
で
す
。

真
剣
に
取
り
組
み
、
完
成
し
た
時

は
最
高
の
笑
顔
で
し
た
。

　

天
気
に
も
助
け
ら
れ
、
テ
ン
ト

は
張
ら
ず
、
準
備
も
当
日
だ
け
と

省
力
化
も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
保
安
部
の
方
の
ご
協
力
で

事
故
も
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
ご
来
場
の
皆
様
、
朝
か

ら
お
手
伝
い
頂
い
た
事
業
部
班
長

の
皆
さ
ん
お
よ
び
役
員
や
関
係
各

位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
長
野
産
直
り
ん
ご
の
販
売
）

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

（
会
長
サ
ン
タ
）

青
空
市
を
終
え
て

事
業
部
長 

原
尻
文
枝

青空市を終えて
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ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
両
日
の
18
時
に
も
40
名
の

方
々
が
参
加
さ
れ
、
木
枯
ら
し
の

吹
く
中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
「
歳

末
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
で
す
」
の

声
を
上
げ
て
巡
回
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

え
が
学
べ
ま
す
。

　

20
名
以
下
は
予
約
な
し
、
し
か

も
無
料
で
体
験
学
習
が
で
き
ま
す
。

一
度
見
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

年
末
の
28
日
・
29
日
の
両
日
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
恒
例
の
歳
末
パ
ト

ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
15
時
に
は
久
喜
警
察
署

と
駅
前
交
番
か
ら
４
名
の
署
員
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
年
末
の
防
犯
、

詐
欺
、
交
通
事
故
な
ど
に
つ
い
て

注
意
の
お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
に

子
供
た
ち
を
含
め
総
勢
70
名
の
参

加
者
が
５
班
に
分
か
れ
て
、
１
丁

目
か
ら
３
丁
目
ま
で
歳
末
パ
ト
ロ

っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
集
会
所
を
お
借
り
し

て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

お
隣
の
駒
形
や
高
岩
、
Ｇ
・
ガ

ー
デ
ン
等
、
親
し
い
お
友
達
と
ご

一
緒
に
、
お
昼
休
み
の
ひ
と
と
き
、

ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

12
月
18
日
（
水
）「
東
京
臨
海
広

域
防
災
公
園
そ
な
エ
リ
ア
東
京
」

を
視
察
し
ま
し
た
。（
26
団
体
32
名

の
参
加
）

　

体
験
ゾ
ー
ン
で
は
地
震
発
生
後

72
時
間
の
生
存
力
を
つ
け
る
体
験

学
習
で
す
。
発
災
後
→
脱
出
→
被

災
地
の
状
況
確
認
→
避
難
場
所
移

動
で
は
、
建
物
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

狭
い
道
路
か
ら
の
脱
出
、
市
街
地

区
の
危
険
箇
所
確
認
、
そ
し
て
安

全
確
保
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
防
災
学
習
ゾ
ー
ン
で
は

備
蓄
・
室
内
外
の
備
え
、
そ
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
備

　

新
白
岡
令
和
ク
ラ
ブ
は
、
新
元

号
令
和
と
と
も
に
、
昨
年
５
月
１

日
に
誕
生
し
ま
し
た
。
近
く
の
喫

茶
店
が
閉
店
と
な
り
、
困
っ
た
人

た
ち
の
声
に
応
え
よ
う
と
発
足
、

有
志
で
立
ち
上
げ
た
、
皆
様
の
為

の
サ
ロ
ン
＂
カ
フ
ェ
＂
で
す
。

　

既
に
集
会
所
に
て
実
験
的
に
開

催
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
お
気
づ

き
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

飲
み
物
や
軽
食
の
ほ
か
、
歌
声

喫
茶
の
雰
囲
気
で
の
団
欒
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
商
品
や
、
打
ち
立
て
蕎

麦
の
販
売
、
周
辺
農
家
に
よ
る
野

菜
マ
ル
シ
ェ
で
新
鮮
な
野
菜
も
扱 令和カフェで談笑

「東京直下 72h Tour」
　崩壊した街ゾーン

みんなでパトロール

１
日
限
定　
令
和
カ
フ
ェ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

新
白
岡
令
和
ク
ラ
ブ　
　
浅
井　
嘉
一

歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル

保
安
部　
　
荒
井　
富
夫

白
岡
市
自
主
防
連
絡
協
議
会

視
察
研
修
会
に
参
加
し
て

自
主
防
災
会　
　
半
沢　
　
茂

令和クラブ／自主防連絡協議会視察研修会参加
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秋
晴
れ
の
下
、
自
主
防
災
訓
練

が
、
11
月
10
日
（
日
）、
東
小
学
校

校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
無
線
放
送
を
合
図
に
、
訓

練
参
加
者
が
街
区
ご
と
に
集
ま
り
、

東
小
学
校
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

一
般
の
参
加
者
は
189
名
で
、
そ

の
内
20
名
以
上
が
、「
飛
び
入
り
参

加
」
で
し
た
。

　

９
時
半
か
ら
の
開
会
式
に
続
き
、

訓
練
を
開
始
、
今
回
は
参
加
者
が

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
煙

ハ
ウ
ス
体
験
、
救
護
手
当
・
搬
出

輸
送
・
水
消
火
器
な
ど
の
訓
練
メ

ニ
ュ
ー
を
各
20
分
ず
つ
行
う
メ
リ

ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
方
式
で
行
い
ま

し
た
。

　

正
午
前
に
訓
練
を
終
了
、
閉
会

式
で
は
白
岡
消
防
署
職
員
か
ら
の

講
評
、
訓
練
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
た

子
供
達
へ
の
記
念
品
授
与
を
行
い
、

正
午
に
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

<

今
後
の
課
題>

　

訓
練
は
滞
り
無
く
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
参
加
者
の
減

少
が
著
し
く
、
参
加
率
は
例
年
に

な
い
低
さ
で
し
た
。

　

参
加
者
数
が
半
減
し
た
区
域
も

あ
り
、
こ
れ
は
天
候
不
順
が
続
い

た
後
の
好
天
の
週
末
と
な
り
、
家

族
で
の
行
楽
が
優
先
さ
れ
た
結
果

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
唯
一
、
居
住

者
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
若
い
世
代

の
割
合
が
高
い
１
丁
目
か
ら
の
参

加
が
少
な
い
事
は
先
行
き
に
垂
れ

込
め
る
暗
雲
で
す
。

　

若
い
家
族
が
家
族
で
参
加
し
よ

う
と
思
え
る
自
主
防
災
訓
練
が
行

え
て
は
じ
め
て
「
災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度
」
を
含
む
災
害
発
生

に
備
え
た
街
ぐ
る
み
の
対
応
が
可

能
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

　

今
後
訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
掛
け
る
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を

入
れ
る
こ
と
が
、
自
主
防
災
会
と

し
て
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

更
に
防
災
訓
練
を
楽
し
く
有
益

な
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
工
夫
も
必
要

で
す
。
ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

９
月
28
日
、
１
丁
目
集
会
所
に

て
30
人
以
上
の
聴
講
者
が
集
ま
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
白
岡
消
防
署
の
方
々
を

お
迎
え
し
、
テ
ン
ポ
の
良
い
語
り

口
と
熱
血
指
導
で
楽
し
く
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
（
胸
骨
圧
迫
）
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　

先
日
久
喜
市
の
路
上
で
意
識
を

失
っ
た
女
性
を
、
た
ま
た
ま
近
く

に
い
た
看
護
士
が
救
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
通
り

が
か
り
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
ら
な
い

ま
で
も
、
家
族
の
命
を
救
え
る
よ

う
に
は
な
り
た
い
も
の
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
報
告

自
主
防
災
会　

對
島　

一
恵

搬出・輸送の訓練 水消火器の訓練

自
主
防
災
訓
練
実
施
結
果
報
告

自
主
防
災
会　
　

目
次　

英
哉

AED講習会

自主防災訓練実施結果／AED講習会報告
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用
水
の
開
削
に
あ
た
り
享
保
10
年

（
１
７
２
５
）
に
見
沼
を
見
聞
し

同
12
年
８
月
に
着
手
し
、
同
13
年

春
に
完
成
し
て
い
る
。

　

見
沼
代
用
水
路
は
利
根
川
沿
岸

の
下
中
条
（
現
行
田
市
）
か
ら
取

水
し
、
途
中
は
星
川
の
流
路
を
利

用
し
、
当
市
柴
山
で
元
荒
川
を
伏

越
で
く
ぐ
り
、
末
端
は
川
口
市
か

ら
東
京
都
に
及
ん
で
い
る
全
長
80

㎞
に
も
及
ぶ
巨
大
な
水
路
を
わ
ず

か
半
年
で
開
削
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
見
沼
代
用
水
の
開
削
に
伴
っ

て
当
市
を
流
れ
る
用
・
排
水
路
も

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
に
栢
間
堀
川
、
黒
沼

代
用
水
、
笠
原
沼
代
用
水
が
あ
り
、

当
市
の
新
田
開
発
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

柴
山
伏
越

　

市
内
に
は
多
く
の
河
川
が
流
れ
、

川
と
川
が
交
わ
る
地
点
で
は
川
の

立
体
交
差
が
９
か
所
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
が

柴
山
伏
越
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
伏

越
は
元
荒
川
の
川
底
を
見
沼
代
用

水
が
潜
り
抜
け
る
も
の
で
す
。

　

当
初
の
構
造
で
は
深
さ
5.7
ｍ
の

地
中
に
、
長
さ
46.8
ｍ
、
横
4.2
ｍ
、

高
さ
1.2
ｍ
の
伏
越
樋
を
埋
設
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
長
さ
46.8
ｍ
、
横

3.9
ｍ
、
高
さ
1.8
ｍ
の
掛
渡
井
も
一

緒
に
造
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
に
は

撤
去
さ
れ
、
そ
の
後
、
数
回
に
も

及
ぶ
改
修
工
事
を
行
い
、
今
日
の

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

常
福
寺
の
墓
碑

　

井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
は
元
文
３

年（
１
７
３
８
）に
85
歳
で
逝
去
し
、

江
戸
麹
町
（
現
千
代
田
区
）
心
宝

寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
和
４
年
（
１
７
６
７
）、
見
沼

代
用
水
の
沿
線
村
民
は
為
永
の
遺

徳
を
偲
び
、
柴
山
の
常
福
寺
に
分

骨
し
て
墓
石
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
緑
豊
か
な
田
園
風
景
の

礎
は
江
戸
時
代
の
新
田
開
発
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
低
湿
地
や

沼
地
を
水
田
に
変
え
る
こ
と
は
、

排
水
路
と
用
水
路
の
整
備
が
必
要

で
し
た
。

　

こ
の
工
法
を
行
っ
た
の
が
井
沢

弥
惣
兵
衛
為
永
で
す
。
為
永
の
足

跡
は
白
岡
市
域
だ
け
で
は
な
く
、

県
内
の
見
沼
溜
井
の
干
拓
と
こ
れ

に
代
わ
る
用
水
源
と
し
て
見
沼
代

用
水
の
開
削
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
東
の
多
摩
川
改
修
・

手
賀
沼
の
新
田
開
発
な
ど
全
国
に

そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
は
承
応
３

年
（
１
６
５
４
）
に
紀
州
溝
口
（
現

和
歌
山
県
海
南
市
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

元
禄
３
年
（
１
６
９
０
）
紀
州

藩
に
仕
え
、
勘
定
方
と
し
て
藩
の

土
木
事
業
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

藩
主
の
徳
川
吉
宗
が
八
代
将
軍

に
就
い
た
時
に
旗
本
と
し
て
迎
え

ら
れ
、
勘
定
役
と
な
っ
た
の
が
す

で
に
60
歳
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

為
永
は
全
国
各
地
の
河
川
改
修

や
新
田
開
発
に
著
し
い
活
躍
を
し
、

勘
定
吟
味
役
に
昇
進
し
ま
し
た
。

　

為
永
の
考
案
し
た
土
木
技
術
は

「
紀
州
流
」
と
呼
ば
れ
、
幕
府
の
正

工
法
と
な
り
、
明
治
時
代
に
な
っ

て
近
代
土
木
技
術
が
起
き
る
ま
で

長
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

為
永
の
生
涯
で
最
大
の
事
業
が

見
沼
の
開
発
で
あ
り
ま
し
た
。

見
沼
代
用
水
の
開
削
と
市
域
の
開
発

　

井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
は
見
沼
代

特
別
寄
稿　

第
五
回　

白
岡
人
物
伝

井い

ざ

わ沢
弥や

そ

べ

え

惣
兵
衛た

め

な

が

為
永

水
の
匠
・
水
の
司

白
岡
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　
板
垣
時
夫

見沼自然公園内の銅像

白岡人物伝　井沢弥惣兵衛為永
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ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
→
バ
イ
カ
ル
湖

　

５
月
16
日
（
木
）、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
（
モ
ス
ク
ワ
ま
で
残
り
８
、

５
３
１
キ
ロ
）
に
は
朝
９
時
54
分

着
。
定
時
運
転
だ
。
40
分
停
車
と

な
る
。

　

多
く
の
乗
下
車
客
が
あ
る
が
ロ

シ
ア
人
ば
か
り
で
日
本
人
ら
し
き

姿
は
な
い
。
因
に
我
が
コ
ン
パ
ー

ト
メ
ン
ト
で
も
途
中
駅
か
ら
乗
車

し
て
来
た
海
軍
制
服
ら
し
き
軍
服

の
男
性
と
、
あ
と
１
人
は
夜
中
３

時
頃
に
も
男
性
が
乗
車
し
て
来
て

い
た
が
、
そ
の
軍
服
男
性
は
当
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
で
下
車
。

　

乗
客
は
く
つ
ろ
い
だ
様
子
で
ホ
ー

ム
に
降
り
て
ヤ
ニ
タ
イ
ム
や
買

い
物
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
私
は
先

頭
機
関
車
か
ら
編
成
を
チ
ェ
ッ
ク
。

一
等
寝
台
（
２
人
個
室
）
１
両
、

二
等
寝
台
（
２
段
寝
台
４
人
個
室
）

６
両
、
三
等
寝
台
（
３
段
寝
台
が

通
路
を
挟
み
、
コ
の
字
型
に
廊
下

側
に
も
あ
る
９
人
部
屋
10
両
、
食

堂
車
１
両
の
18
両
編
成
。
赤
く
て

ゴ
ツ
イ
電
気
機
関
車
が
牽
い
て
い
る
。

　

発
車
し
て
暫
く
す
る
と
短
い
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
、
ア
ム
ー
ル
川
鉄

橋
に
差
し
掛
か
る
。
橋
の
長
さ
は

全
長
２
キ
ロ
と
か
。
重
要
設
備
の

鉄
橋
に
は
警
備
兵
が
配
置
さ
れ
銃

を
片
手
に
見
張
っ
て
い
る
。

　

今
度
は
昼
食
の
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

箱
が
食
堂
車
か
ら
届
く
。
中
身
は

ソ
バ
の
実
を
炊
い
た
も
の
と
ハ
ン

バ
ー
グ
。
我
々
の
切
符
代
に
は
乗

車
日
の
朝
と
昼
食
が
込
み
の
様
だ
。

　

沿
線
は
起
床
し
た
時
か
ら
既
に

シ
ベ
リ
ア
の
核
心
部
に
突
入
し
て

い
る
。
シ
ラ
カ
バ
や
針
葉
樹
混
じ

り
の
樹
林
帯
が
何
処
ま
で
も
続
く
。

電
柱
も
な
い
、
畑
も
な
い
、
信
号

も
な
い
、
な
い
は
ず
だ
道
路
が
な

い
。

　

線
路
に
沿
っ
て
両
側
50
メ
ー
ト

ル
前
後
は
焼
き
払
わ
れ
て
い
る
。

柔
ら
か
い
雨
が
降
っ
て
き
た
。

　

オ
プ
ル
チ
ェ
（
モ
ス
ク
ワ
ま
で

８
、１
９
８
キ
ロ
）
15
時
43
分
着
。

こ
こ
か
ら
時
差
が
１
時
間
遅
れ
て

日
本
時
間
と
同
じ
に
な
る
。
同
室

の
あ
と
１
人
の
乗
客
も
下
車
し
て

い
く
、
こ
の
御
仁
は
駅
に
着
く
た

び
何
駅
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
こ

の
駅
か
ら
１
部
屋
を
弟
と
２
人
で

貸
切
状
態
が
続
く
。

　

気
分
転
換
に
15
分
停
車
の
合
間

に
ホ
ー
ム
へ
降
り
る
。
す
る
と
警

官
２
人
に
手
錠
を
は
め
ら
れ
た
中

年
男
が
わ
め
き
な
が
ら
下
車
し
て

い
く
。
魚
の
燻
製
売
り
が
ホ
ー
ム

を
歩
く
。
発
車
間
際
に
燻
製
売
り

の
そ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
、
全
部
売
り

切
れ
て
煙
草
ふ
か
し
な
が
ら
余
裕

の
様
子
で
帰
っ
て
い
っ
た
。
周
り

は
ト
タ
ン
屋
根
の
民
家
。
寒
そ
う
、

し
か
し
家
内
は
暖
か
い
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
先
ヤ
ブ
ロ
ノ
イ
山
脈
越
え

区
間
に
入
る
。
日
本
の
山
脈
越
え

と
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
、
地
図
で

も
茶
色
の
色
分
け
が
グ
ッ
と
濃
く

な
る
区
間
だ
。

　

Ω
カ
ー
ブ
連
続
す
る
。
す
れ
違

い
列
車
が
180
度
カ
ー
ブ
し
た
谷
の

む
こ
う
か
ら
次
々
と
降
り
て
く
る

の
が
見
え
る
。
長
編
成
の
貨
物
列

シベリア鉄道膝栗毛　9,298キロ列車の旅（２）

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
膝
栗
毛

九
二
九
八
キ
ロ　

列
車
の
旅
⑵
植
木
育
雄

モスクワ

ウラジオストク
ハバロフスク

バイカル湖

ヒロク

クラスノヤルスク

成
田
よ
り
空
路
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に

渡
っ
た
筆
者
は
、
そ
の
日
市
街
を
観
光
。

翌
日
、
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
行
第
７
列
車

に
乗
り
、
長
い
鉄
路
の
旅
に
出
発
し
ま

す
。
今
回
は
途
中
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か

ら
バ
イ
カ
ル
湖
へ
向
か
う
道
中
記
で
す
。
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で
７
、０
１
２
キ
ロ
）
で
18
分
停
車
、

こ
の
駅
で
は
近
隣
の
お
ば
ち
ゃ
ん

達
が
露
店
を
出
し
て
、
ピ
ロ
シ
キ
・

茹
で
卵
・
水
餃
子
・
茹
で
ソ
ー
セ
ー

ジ
・
茹
で
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ピ
ク

ル
ス
・
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ
・

正
体
不
明
の
瓶
詰
や
缶
詰
等
を
販

売
し
て
い
た
。

　

ホ
ー
ム
の
物
売
り
も
衛
生
面
か

警
備
面
か
ら
か
次
第
に
締
め
出
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の
駅
（
ア

マ
ザ
ル
）
が
こ
の
旅
、
唯
一
の
風

景
だ
っ
た
。

　

夕
食
に
ま
た
食
堂
車
訪
問
。
モ
ン

ゴ
ル
と
の
国
境
近
く
を
走
行
し
て

も
熱
湯
が
も
ら
え
る
）
が
、
夕
食

は
食
堂
車
に
行
く
。
す
る
と
、
い

る
い
る
酔
っ
ぱ
ら
い
が
。

　

食
事
は
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
っ
て
も

ニ
ィ
エ
ッ
ト
ば
か
り
。
あ
る
も
の

の
中
か
ら
チ
キ
ン
の
チ
ー
ズ
焼
き

を
頂
く
。
ま
ず
く
は
な
い
が
量
が

少
な
く
値
段
は
高
い
。

　

夜
は
緯
度
と
時
差
の
関
係
で
21

時
ご
ろ
ま
で
は
明
る
さ
が
残
る
。
明

後
日
の
バ
イ
カ
ル
湖
畔
通
過
に
期

待
し
、
２
日
目
の
眠
り
に
つ
く
。

　

５
月
17
日
（
金
）。
今
日
も
同
じ

様
な
風
景
が
続
く
。
道
は
泥
ん
こ

道
、
残
雪
残
り
、
川
面
は
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
、
多
く
の
木
々
は
芽
吹

く
前
だ
が
、
ト
ド
松
に
は
若
葉
が

芽
吹
き
、
山
ツ
ヅ
ジ
と
か
ロ
ウ
バ

イ
が
ほ
の
か
に
咲
い
て
い
る
。

　

朝
９
時
過
ぎ
に
焼
き
た
て
の
パ

ン
の
車
内
販
売
が
食
堂
車
よ
り
来

る
。
ピ
ロ
シ
キ
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
ド
ッ

ク
を
買
い
求
め
る
。

　

今
朝
も
小
雨
が
降
っ
た
り
や
ん

だ
り
。
ア
マ
ザ
ル
（
モ
ス
ク
ワ
ま

車
が
連
続
す
る
と
き
は
約
３
分
毎

に
す
れ
違
う
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は

シ
ベ
リ
ア
の
動
脈
。
貨
物
輸
送
は

ほ
ぼ
100
パ
ー
セ
ン
ト
鉄
道
に
負
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。（
原
油
・
ガ
ス

は
鉄
路
に
沿
っ
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

が
あ
る
。
地
表
に
は
見
え
な
い
）

　

中
に
客
車
１
両
だ
け
を
つ
な
い

だ
電
気
機
関
車
と
す
れ
違
う
。

　

我
が
列
車
は
２
時
間
前
後
停
ま

ら
な
い
が
、
そ
の
間
に
は
小
さ
な
駅

や
、
そ
れ
に
駅
名
も
な
く
駅
舎
も
な

い
、
た
だ
キ
ロ
数
だ
け
表
示
し
た
短

い
ホ
ー
ム
だ
け
の
簡
易
駅
も
あ
る
。

そ
う
し
た
駅
を
受
け
持
つ
区
間
運

転
の
普
通
列
車
に
違
い
な
い
。
ま

さ
か
回
送
列
車
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
。

ず
っ
と
キ
ロ
ポ
ス
ト
は
律
儀
に
あ

る
が
勾
配
標
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

車
内
に
酔
っ
ぱ
ら
い
が
い
る
。
車

内
禁
酒
で
も
食
堂
車
は
ア
ル
コ
ー

ル
を
提
供
し
て
い
る
。
私
の
昼
食
は

持
ち
込
み
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
だ
っ
た
。（
客
車
の
車
掌
室
前

に
は
サ
モ
ワ
ー
ル
が
あ
り
い
つ
で

お
り
、
今
日
は
モ
ン
ゴ
ル
系
露
人

グ
ル
ー
プ
が
酔
っ
て
一
隅
を
占
拠
。

１
人
の
男
が
弟
の
カ
メ
ラ
に
近
づ

い
て
何
や
ら
喚
く
。
赤
パ
ン
ツ
の

男
が
リ
ー
ダ
ー
ら
し
く
、
た
し
な

め
る
合
図
で
引
き
下
が
っ
た
。

　

食
堂
車
に
は
夜
は
酔
っ
払
い
が

多
く
、
静
か
に
食
事
と
か
ビ
ー
ル
と

い
う
雰
囲
気
で
は
な
い
。
一
般
客

は
持
ち
込
み
の
パ
ン
や
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
と
い
っ

た
野
菜
で
食
い
つ
な
い
で
い
る
よ

う
だ
。
も
と
も
と
地
元
客
は
我
々

物
好
き
の
様
に
、
こ
ん
な
列
車
に

何
日
も
乗
ら
な
い
。
飛
行
機
で
一
っ

飛
び
す
る
の
だ
。
だ
か
ら
ロ
シ
ア

号
も
嘗
て
毎
日
運
転
だ
っ
た
も
の

が
隔
日
運
転
に
な
っ
た
の
だ
。

　

零
時
過
ぎ
ト
イ
レ
に
起
き
る

と
シ
ル
カ
（
モ
ス
ク
ワ
ま
で
６
、

４
５
１
キ
ロ
）
に
停
車
中
、
窓
の
下

に
は
下
り
列
車
を
待
つ
乗
客
４
人
、

警
乗
の
警
官
２
人
が
ホ
ー
ム
で
寒

そ
う
に
列
車
待
ち
。
駅
前
広
場
に

は
急
ぎ
歩
き
の
人
影
も
見
え
る
。

シベリア鉄道膝栗毛　9,298キロ列車の旅（２）

（
乗
客
め
あ
て
の
物
売
り
）
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２
０
２
０
年
２
月
１
日
発
行　
（
年
３
回
発
行
）
発
行
・
白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会　

制
作
・
広
報
部

　

今
年
の
元
旦
、
珍
し
く
早
起

き
し
、
取
材
を
兼
ね
初
日
の
出

の
風
景
を
探
し
回
っ
た
。

　

高
岩
公
園
に
行
く
と
東
北
自

動
道
の
遮
音
壁
越
し
に
、
白
い

富
士
山
の
山
頂
が
覗
い
て
い
た
。

も
っ
と
良
く
見
え
る
所
は
な
い

か
と
車
で
探
し
、
久
喜
寄
り
の

田
ん
ぼ
の
中
に
そ
こ
そ
こ
の
場

所
を
見
つ
け
、
眺
め
て
い
た
。

　

美
し
い
自
然
の
姿
を
眺
め
な

が
ら
、
今
年
は
そ
の
自
然
が
猛

威
を
奮
わ
な
い
よ
う
、
祈
る
気

持
ち
が
初
め
て
湧
き
ま
し
た
。

　
広
報
部
　
中
村

編編

集集

後後

記記

白岡ニュータウン自治会   検索

シベリア鉄道膝栗毛　9,298キロ列車の旅（２）

舗
装
路
で
も
な
い
。
す
る
と
抜
か

れ
て
い
た
車
が
前
照
灯
を
点
け
て

猛
ス
ピ
ー
ド
で
追
い
抜
い
て
行
っ

た
。
３
、
３
０
０
キ
ロ
走
っ
て
き

て
初
め
て
車
に
抜
か
れ
た
。

<

次
号
に
つ
づ
く>

　

５
月
18
日
（
土
）
５
時
に
目
覚

め
る
と
チ
タ
（
モ
ス
ク
ワ
ま
で
６
、

２
０
４
キ
ロ
）
に
停
車
中
、
沿
線

主
要
駅
だ
。
窓
に
雨
が
降
り
掛
か

っ
て
い
る
。

　

７
時
に
起
床
す
る
と
沿
線
は
雪

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
積
雪
量
は
５

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
か
な
。
一
旦
解
け

た
地
面
に
積
も
る
雪
、
春
の
雪
。

車
内
の
室
温
表
示
は
流
石
に
19
度

を
下
が
っ
て
い
る
。
車
内
サ
モ
ワ

ー
ル
は
大
活
躍
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・

ス
ー
プ
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
に
乗
客
は
フ
ル
活
用
。
事
前
情

報
で
は
サ
モ
ワ
ー
ル
は
石
炭
燃
料

と
あ
っ
た
が
電
気
だ
っ
た
。

　

車
掌
さ
ん
は
１
両
に
逞
し
い
女

性
２
人
。
終
点
ま
で
の
通
し
勤
務

で
２
人
で
交
代
制
。
ト
イ
レ
掃
除

や
ら
掃
除
機
で
個
室
内
か
ら
廊
下

も
掃
除
で
大
変
そ
う
。

　

窓
外
に
は
広
す
ぎ
て
、
代
わ
り

映
え
し
な
い
光
景
を
綴
る
の
も
疲

れ
る
。
い
つ
か
雨
に
変
わ
っ
て
い

た
雪
も
モ
グ
ゾ
ン
を
過
ぎ
た
あ
た

り
か
ら
、
ま
た
雪
に
変
わ
っ
て
降

り
積
も
る
。
雲
が
低
く
立
ち
込
め
、

空
は
ど
ん
よ
り
。
拡
が
る
沿
線
も

農
地
か
牧
場
な
の
か
荒
れ
地
か
解

ら
な
い
。

　

牽
引
機
関
車
も
塗
装
が
水
色
の

物
に
替
わ
っ
て
牽
い
て
い
る
。
す

れ
違
う
機
関
車
も
ロ
シ
ア
電
気
機

関
車
事
情
に
疎
い
私
だ
が
、
旧
式

っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
塗
装
も
カ
ー
キ
色
系

の
物
が
多
く
な
っ
た
と
感
じ
る
。

　

８
時
57
分
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
６
、

０
０
０
キ
ロ
ポ
ス
ト
を
通
過
。
３
、

２
５
９
キ
ロ
を
走
破
し
、
３
分
の

１
乗
っ
て
来
た
勘
定
に
な
る
。

　

人
間
の
痕
跡
の
無
い
シ
ベ
リ
ア

と
思
っ
て
も
、
森
林
の
中
に
散
乱

す
る
ゴ
ミ
、
プ
ラ
袋
や
ポ
リ
タ
ン

ク
、空
き
缶
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
か
ら
、

そ
う
で
な
い
こ
と
が
判
る
。

　

打
ち
捨
て
ら
れ
た
廃
屋
に
も
チ

ャ
ン
と
廃
プ
ラ
の
類
い
が
残
さ
れ

て
い
る
。

　

通
過
す
る
小
さ
な
集
落
に
教
会

が
見
え
た
。
線
路
よ
り
一
段
高
め

の
山
道
に
走
る
車
が
見
え
る
。
し

ば
ら
く
並
走
す
る
が
、
山
道
な
の

で
列
車
の
方
が
早
い
に
決
ま
っ
て

い
る
。
道
路
が
下
が
っ
て
来
た
が

延々と続く、代わり映えのしない風景

牽引機関車も途中で交替

PDF Compressor Pro

http://www.pdfcompressor.org/buy.html

